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山形県における果樹作の雇用労働力確保と地域労働力調整の課題
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1 は じ め に

県内の果樹産地では,地域の労働力が他産業に流出し
,

必要な雇用労働力を確保できにくい現状にあり,特にサク

ランボの収穫や出荷・調整作業の雇用労働力不足は深刻で

ある。そのため,①果樹作経営の雇用農家とその被雇用者

に対するアンケート調査,②県内の農協農作業無料職業紹

介事業の運営状況調査を行い,果樹作における雇用労働力

の確保と地域労働力調整に関する課題を検討した。

2 山形県の農業雇用の推移と果樹作の雇用形態

山形県の農業雇用は大幅に減少し,農業センサスによる

と1970年では56%の農家で農業臨時雇を雇入れていたのに

対し,1990年では14%の農家が農業臨時雇を雇入れたにす

ぎない。農業臨時雇を雇入れた農家数が多い市町村はほと

んどが果樹地帯である。山形県で果樹の特化係数が最も高

い東根市は,1990年で農家戸数の

“

%が農業臨時雇を雇入

れており,1985年と比較すると農業臨時雇を雇入れた農家

数が増加している。それは近年のサクランポを中心とした

果樹の栽培面積の増加と関連が深いと考えられる。

また,サ クランボを栽培 している果樹作経営で雇用労力

を必要とするのは,作業が集中する約 1か月間の収穫～調

整・出荷の時期である。一部にサクランボとリンゴの組合せ

により6～ 9か月間の雇用や農産物加工等を組合わせること

により周年的な雇用がみられるが,サ クランボ関係の雇用

は上記の理由により短期間にならぎるを得ない状況にある。

3 雇用導入果樹農家と被雇用者の意向

に)被雇用者に対するアンケート調査結果

東根市神町農協管内の果樹農家で働いている被雇用者35

名から回答を得た。回答者は男性13名 (全員農家),女性2

2名 (う ち農家H名 )である。①農業関係の仕事に従事 し

た理由に関しては「頼まれたからJが多いものの,「休 日

かとりやすい」「農作業が向いているJ「就業時ralが比較的

自由」「経験能力を生かす」「農産物がもらえるJと いう回

答が多いことから農業ならではの良さも考慮されていると

考えられる。②就業条件で改善すべきことについFは ,

「賃金Jが最も多いが,他のアンケー ト項目で80%以上が

「まあまあ」「高い」と回答しており問題は少ないと考えら

れる。次いで「労災保険への加入J「雇用保険への加入」

といった社会保険面の改善の要望と,「作業が危険」「作業

所の不備」「作業がきつい」といつた作業環境面の改善要

望が多い。③希望する従事時間では,全体的にほとんどの

人が「 1日 (3時間)Jを希望しているが,非農家女性で

は,約40%が「パートタイム」の就業形態を望んでいる。

図 1 就業条件で改善すべきこと (複数回答)

(被雇用者 :35名 )

●)雇用農家に対するアンケー ト調査結果

東根市神町農協管内の雇用を導入している農家34名 から

回答を得た。回答者は専業農家31名 (う ち果樹単一経営30

名),兼業農家 3名である。全員がサクランボ (平均50a)

とリンゴ (平均103a)を 栽培 しており,平均雇用人数

(実人数)は 4名である。①現在の労働力については,全

体では70%以上の農家で「現在の労働力で十分Jと してい

るが,サ クランボの栽培面積50a以上の農家では「現状で

十分Jと する農家は60%にすぎず,大規模農家層での労働

力不足が深刻である。②雇用農家が雇用労働力確保のため

に改善が必要と思うことについては,「作業環境の整備」

「労災保険の加入」「賃金の改善Jが必要 という回答が多い。

サクランボ栽培50a以上の農家で「作業環境の整備Jが30

%近いのに対 し,50a以下の農家ではわずか6%であり
,

経営規模による作業環境の整備に関する認識の違いが表れ

ている。③雇用に関して行政・農協に望むことについては
,

当地域では無料職業紹介事業等が行われていないため「被

雇用者の募集・斡旋」が トップで約60%を 占めている。特

に,サ クランボ栽培50a以上の農家での要望が多ヽヽ
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表 1

雇用確保のため必要と思うこと (複数回答)

(雇用農家 :34名 )

山形県における農協農作業無料職業紹介事業の実績

図 3 雇用に関し行政・農協への要望 (複数回答)

(雇用農家 :34名 )

(1993年 ,1994年 1月 現在)

チ ラシ クチコ ミ

マスコミ クチコ ミ

マスコ ミ クチコ ミ

スイカ 。オカヒジキ

注 ◎印は,主に果樹作業に関して紹介事業を行っている農協,ま た担当部所は正式名称ではない

4 地域的な労働力調整の取り組み

(1)農協農作業従事者無料職業紹介事業について

山形県内の農協農作業従事者無料職業紹介事業は,1989

年と1990年 に10農協で設立されたが,求職者の紹介実績は

県合計で1990年の延7000人 日をピークに減少傾向にある。

そのうち主に果樹作業に関しての紹介事業を行っている農

協は村山地区を中心とした 6農協である。紹介実績が減少

した理由は,生産組織が運営する選果場等の紹介が実績に

含められなくなったこと,紹介した人が次年度から紹介所

を通さず相対で契約してしまう等があるが,最も大きな問

題は求職者の新規開拓が難しいことである。

12)B地区における労働力調整の取り組み

B地域は,県内でB農協農作業無料職業紹介事業の紹介

実績 (延 日数)が最も多く,設立から順調に事業を拡大 し

てきている。その理由として当地域は中核的な都市であり

県都山形市と隣接 し交通の便が比較的良いため都市部の求

職者を吸収できるという立地条件面と,営農担当だった担

当者が内勤事務に移り業務に専念できることと管内農家の

経営や労力事情に精通 しているという農協の体制面での特

徴があり,更に,当地域のシルバー人材センターと情報交

換し融通しあっているという関係機関との連携面があげら

れる。しかし,1990年センサスの農業臨時雇の延人数に比

較 して,農協無料職業紹介所とシルバー人材センターの延

表2 B地域労働力調整 (1998年 )

農業臨時雇  B地域労働力  B農協無料  B地域ンル`―

9蹂セツサス)調 査(合諭 職業紹FII  人材センター

延人数 (人 日) 27,610  2,240  1,350
割 合 (%) 1000 49

注 農業臨時雇は全農家を対象としているが,地域労働

力調整は果樹農家の実績である

人数を合計しても8%程度であり,相対の募集・紹介が多

いことがわかる。

5 ま と め

雇用を導入する農家側の対応として,労災保険等の社会

保険面や「パートタイム」就業時間等の就業条件,安全で

快適な作業環境への改善が必要である。また地域的な対応

として,組織的な被雇用者の募集・斡旋が望まれることか

ら,産地の地域的な取り組みを促 し,求職者開拓のノウハ

ウを蓄積するために無料職業紹介所間の情報交換と連携を

図り,労働力調整方法のシステム化への検討力必要である。

そして,雇用労働力不足は大規模果樹作経営で顕著なこと

から,行政・普及・農協等関係機関は,個別農家における

改善と地域的な取り組みに対応した啓蒙活動や補助・融資

事業等により幅広い支援を行うことが必要と考えられる。
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